
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

～ ガラパゴスの国のカーデザイン ～ 
 

 産業技術大学院大学（AIIT）のオープンインスティテュート（OPI）では、「デザインミニ塾」と題して、 
ものづくり・デザイン分野に関するマンスリーフォーラム(勉強会&交流会)を開催しています。 
第 33 回目となる今回は、デザインジャーナリスト・自動車デザイン評論家の有元正存氏をお招きします。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

日 時：平成２４年８月７日（火） 午後６時３０分から午後８時まで  
      ひき続き午後８時から１時間程度、交流会を開催します（勉強会のみの参加も可） 
会 場：産業技術大学院大学 2階 展示コーナー（２６９室） 
講 師：デザインジャーナリスト／自動車デザイン評論家 有元 正存 氏 
参加費：勉強会は参加無料です。交流会ご参加の方は会費として、当日 1,000円を申し受けます。 
申込み：お名前・交流会の出欠を明記したメールを下記アドレスに送信するか、下表にご記入の

うえファクス送信してください。１通のメール・ファクスで何名様分でもお申込みいただけます。 
 

第 33回「デザインミニ塾」（８月７日）申込み 

お名前 

所属 

 

e-mail 

 
交流会 

出欠 

出席 ・ 欠席 

  出席 ・ 欠席 

  出席 ・ 欠席 

【お問合せ】 産業技術大学院大学 OPI 担当 Tel: 03-3472-7833 

e-mail： opi@aiit.ac.jp / Fax：03（3472)2790 

*お客様から取得させて頂いた個人情報は個人情報保護法及び関連法令、本学の個人情報保護方針、その他、本学規定に則り適正に管理いたします。 

AIIT マンスリーフォーラム （ものづくり・デザイン分野） 

第 33 回 デザインミニ塾 
開催のお知らせ 

 

バブルの時代、日本の自動車市場とデザインは世界の先行指標だった。しかし近年、日本で売れる車種は 

海外で売れない、グローバルに見ると日本は特殊な市場だ、という「ガラパゴス化」が指摘されている。本当に

そうだろうか？ 地域のニーズに応えるモノ創りもかつては日本の自動車メーカーの強みだったが、北米向け、

欧州向け、中国向け、アジア向け、日本向けと車種を作り分ける非効率が今や日本メーカーに重くのしかか

る。日本と海外でニーズの共通点をどう探すか？ クルマのあるべき姿と地域最適化の両立をどう図るか？  

「脱ガラパゴス」の可能性を考えたい。 

品川ビジネスクラブ協賛 

産業技術大学院大学 

 住所：品川区東大井１-１０-４０ 



 

 

  

 
 
 
有元 正存（ありもと まさつぐ）   

 

     デザインジャーナリスト・ 

自動車デザイン評論家 

 

 

 

 

 

 

Profile 

 

1978 年 千葉大学工業意匠学科卒業  

1978 年 日産ディーゼル工業（現ＵＤトラックス） トラック／バスのデザインに従事 

1983 年 カースタイリング出版 CAR STYLING 誌編集次長 

1988 年 フリーランスのデザインジャーナリスト  

 

 「デザインのより良き理解の浸透」をモットーに、自動車雑誌やデザイン専門誌に 

「デザイン視点でクルマを斬る記事」を寄稿している 

 自動車雑誌では「千葉 匠」のペンネームを使用 

 Auto Color Award（日本流行色協会主催）審査委員長  

 Automotive Brand Contest（ドイツ・デザイン協議会主催）審査員 

 過去には JIDA 理事、Ｇマーク審査員、Car Of The Year 選考委員、東海大学非常勤   

講師など 

 

    

 


